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■ EdTech ツールの概要

総合的な探究の時間（以下「探究学習」）に合わせ、課題の設定からまとめ・表現までのプロセスを全て網羅
⽣徒の学びの効果の最⼤化だけでなく、教員の負荷を⼤幅に軽減する機能を提供

⽣徒の探究プロセスを全てカバー

探究的な学びに必要な
教員⽀援機能を網羅

価格は⽣徒１⼈あたり年度で
1,000円〜12,000円にて提供
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■ EdTech ツールの概要

１学期 ２学期・３学期

探究を⾏う準備・探究の基礎 探究を⾏う

・よいチームづくり
・探究の⽅法を知る

⾝近なテーマを題
材に探究学習の⾯

⽩さを知る

異なる意⾒を持つ⼈々た
ちとどのように協働し、
意⾒をまとめていくかを
学ぶ

探究学習のサイクルを学
び、調査⽅法、問いの⽴
て⽅、アイディアの出し
⽅を学ぶ

学校がかかえている課題
や、友だちや家族がかか
えている課題に挑戦をし、
探究学習の⾯⽩さに気づ
く

⾃分の興味関⼼や社会課題

⾝近な課題
様々な探究コンテンツ

企業がどんな課題をもっ
ているのか、⾃分⾃⾝が
興味のあるテーマを閲覧
しながら決めます

社会課題を知る 情報収集 整理・分析

企業プロジェクト
企業の課題背景などや、
現在取り組まれているこ
とを知ることができます

まとめ・発表

あいである
付箋などのツールを使⽤
して、アイディアを発散
することが可能です
グループで意⾒を出し合
い、更にこの付箋を記録
することができます

探究成果物

調査メモ

成果物について、学校内
で終わらせることなく、
企業へご提案し、フィー
ドバックをもらうことも
可能です
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■ 学校等教育機関の抱える課題

今年から学年の探究担当に
なったけど前任者からの引
き継ぎがあまりなくて、状
況把握だけで⼿⼀杯

答えのない問いを考えるた
めの探究学習のカリキュラ
ムに、答えを求めがち

探究学習を推進する上で、
学習を通じた成果を出すの
が⼀番だが、後ろ向きなス
タンスの先⽣のクラスでな
かなか成果が出ない
クラスによって進捗も違う
し、全体で同じカリキュラ
ムではなかなか難しい。か
といって、カリキュラムを
バラバラにすると管理が⼤
変
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■ 学校等教育機関の抱える課題

現在 未来
①学習ログ ①学習ログ

全く取得できていない状況

②評価指標

学校ごとが縦割りとなって
おり、学校間の情報共有が

難しい場合がある

②評価指標

①-1 能動的ログの取得

①-1 受動的ログの取得

組織横断
指標の共有と改善
→教育データの活⽤による
評価の⼀般化

ギャップ解消のための主要論点
①学習ログの利活⽤が”主に”⽣徒向けとなっているため学習ログ取得機会獲得のための教員訴求が弱い
②教科科⽬については、プロセス評価しなくとも結果指標としての試験があるためニーズが弱い
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■ 学校等教育機関の抱える課題

教育データ利活⽤の課題 教育データ利活⽤のポイント
i) 教科科⽬(学ぶ事が中⼼）

ii) 探究科⽬

学習者 各教科
学習DWH

・⽬的変数
例) ⼆次関数の解法

学習者

⽬的変数が明確→既に確⽴済み

学習者

学習者が中⼼
→⽬的変数が明確でない
→興味関⼼のスコアリングが必要

社会科学

社会課題

SDGs

地域課題

What) 個⼈情報、学習に関するデータ、成
績取得
How) タブレット教材の利⽤状況から取得
します

Why) 業務負荷の軽減、業務の再現性・客
観性の担保

i) データ取得の合理性担保

ii) データ取得⽅法の選択性

Whyが空洞化する傾向が多い

①能動的なデータ取得
学習者⾃らがログデータを
⼊⼒→意識的なログ

②受動的なデータ取得
学習者がサービスを利⽤する過程で
蓄積→無意識的なログ

学習ログ 学習ログ
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■ EdTech導⼊補助⾦2022における活⽤事例

宮崎県では「ひなた探究」という県内企業と県内⾼校を探究で繋ぐプロジェクトがスタート
本EdTech導⼊補助⾦の活⽤、およびUMKテレビ宮崎との業務提携により実現
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■ EdTech導⼊補助⾦2022における活⽤事例

各地で探究発表
イベントを主催

提携テレビ局

前述の「ひなた探究」をベースに地域と密着した探究学習の実現が拡⼤中
本補助⾦を活⽤した学校への展開が、企業参画を後押し
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■ EdTech導⼊補助⾦2022における活⽤事例

企業が提供する探究テーマをEdTechツールTimeTactを活⽤し、遠隔で⽣徒同⼠が議論
全てをデジタル化するのは正しいか、等社会に開かれた探究的な学びを実施
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■ 補助事業において実施したサポート内容

Plan
指導計画等の作成

Check
⽣徒の学習状況・指導計画の評価

Action
授業や指導計画等の改善

Do
指導計画を踏まえた教育の実施

具体的な弊社のサポート内容（例）
授業カリキュラムの設計

毎学期/毎時間の授業設計〜サポート

教材/ワークシートの準備

Time Tactの活⽤⽅法の提案

進捗状況の確認・修正計画の提案・修正教材/ワークシートの準備

※授業代⾏/サポート

※ルーブリックを活⽤した評価サポート

etc…

各校専任のアドバイザーが計画策定から実施⽀援・振り返りまで⼀気通貫でサポートし担当の先⽣の⽀援を⾏います。
※プランによってサポート内容が異なります。
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■ 補助事業において実施したサポート内容

様々な探究コンテンツ

データ連携

TimeTactにて学習進捗管理を
実施→学習データの連携

データ取得

取得データを元に指導⽀援
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■ 補助事業において実施したサポート内容

探究活動において最も重要な「課題の設定」においてTimeTactを活⽤
探究の準備から計画⽴てまでをシステムでサポート
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■ EdTech導⼊補助⾦2022における導⼊実績

宮崎県⽴本庄⾼等学校
宮崎県⽴宮崎⻄⾼等学校

宮崎県⽴五ヶ瀬中等教育学校（中学）
宮崎県⽴五ヶ瀬中等教育学校（⾼校）

宮崎県⽴⾼鍋⾼等学校
東京都⽴篠崎⾼等学校
東京都⽴⽥無⾼等学校

東京都⽴⼩台橋⾼等学校
宮崎学園⾼等学校

宮崎⽇本⼤学⾼等学校
東京都⽴上野⾼等学校

宮崎県⽴都城⻄⾼等学校
神奈川県⽴横浜氷取沢⾼等学校

宮崎県⽴⼩林⾼等学校
宮崎県⽴飯野⾼等学校

宮崎県⽴宮崎南⾼等学校
神奈川県⽴⼤磯⾼等学校

宮崎県⽴都城商業⾼等学校
東京都⽴⼩笠原⾼等学校
宮崎県⽴福島⾼等学校

広島県⽴廿⽇市⾼等学校
神奈川県⽴⼤井⾼等学校
神奈川県⽴⼭北⾼等学校

神奈川県⽴⼩⽥原⾼等学校
東京都⽴稔ヶ丘⾼等学校
埼⽟県⽴桶川⾼等学校

教育委員会：5団体
学校数：26校(全て⾼等学校)
⽣徒数：約5,700⼈
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■ EdTechツールによる活⽤効果

Plan Do Check Act年間の
流れ

年間の授業計画 毎授業実施 評価業務 振り返り・次年度計画

ツールによる
⽀援

⼈的サポート
（学び⽀援）

年間授業計画の設計および練り直しと他教員への共有や⽣徒への配布を⾃動化
従来(⽀援後)：授業計画策定66h(10h) 配布作業50h(2h)=平均90%の業務時間の削減

同効果による代替作業例：カリキュラムの作り込み、⽣徒ごとの⽀援計画（教員の本質価値最⼤化）
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■ EdTechツールによる活⽤効果

Plan Do Check Act年間の
流れ

年間の授業計画 毎授業実施 評価業務 振り返り・次年度計画

ツールによる
⽀援

教員作成教材の管
理・配布を最適化

独⾃デジタル教材の
作成⽀援

⼈的サポート
（学び⽀援）

ワークシート
作成補助

毎授業で活⽤可能なTimeTact機能を順次活⽤。既存教材不⾜分については作成⽀援
従来(⽀援後)：授業準備16h(3h) 授業後回収作業等10h(1h)=平均85%の業務時間の削減

同効果による代替作業例：次回授業計画等毎授業のPDCAサイクルの⾼速化（教員の本質価値最⼤化）
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■ EdTechツールによる活⽤効果

Plan Do Check Act年間の
流れ

年間の授業計画 毎授業実施 評価業務 振り返り・次年度計画

ツールによる
⽀援

ルーブリックの作成⽀援およびルーブリックと学習ログを紐付けることで業務効率化
従来(⽀援後)：ルーブリック作成40h(6h) 評価作業140h(22h)=平均85%の業務時間の削減

同効果による代替作業例：ルーブリックと教育⽅針のすり合わせ等個別化作業（教員の本質価値最⼤化）
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■ EdTechツールを活⽤した児童・⽣徒・教員のコメント感想等

[⽣徒]新しい視点の発⾒が出来て楽しかった。
[教員]今回の探究はとても興味深いものになったし、これからの探究活動に⾏かしていきたいです！
[⽣徒]ほかの⾼校と⼀緒のグループを作って、意⾒を⾔う事が初めてだったけどいろんな⼈の意⾒や
⾃分の意⾒が⾔えてとても良い機会になりました。
⾃分のグループは⾃分が⼀番年上でうまくまとめれなかったけどみんな積極的でよかったです。
[教員]他校の⽅々や、企業の⽅々とリモートを通して⾊々話ができていい経験になりました。⾊々な
意⾒があって⾯⽩かったです。ありがとうございました。
[⽣徒]今までは、塗装に関することについて知ることがなかったけどそれを知るきっかけになったの
でよかったです。いろんな学校のいろんな⼈とたくさん意⾒の交換ができて⾃分とは違った意⾒が聞
けたし、こういう⾵にオンラインでもできることがわかっていい経験になりました。
[教員]企業の⼈や他校の⽣徒となかなか話す機会があまりないので、とても有意義な4時間でした。
このような機会作っていただき本当にありがとうございます。
[⽣徒]ひなた探求Campを通して世の中への視点を考える機会になりました。今⽇の活動を⾃分の学
校、そして将来の職場でも⽣かしていきたいです。とても有意義な時間になりました。ありがとうご
ざいました
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■ EdTechツールの導⼊・運⽤における課題とその改善策

教員が単独のツール活⽤による探究活動には依然課題がある
移⾏処置として、⾃社スタッフが教員作業の代⾏を⾏うこともあり、今後プロダクト改修による改善が必須

⽬指すべき姿 現状

教材の配布
学習進捗管理
提出物管理
カリキュラム運営

グループ学習
探究ポートフォリオ
個別学習

教材の配布
学習進捗管理
提出物管理

グループ学習
探究ポートフォリオ
個別学習

Study Valley
サポート担当

教員

⽣徒

教員

⽣徒

ギャップ分析
①教員が利⽤しやすいような
プロダクト設計が更に必要

②全教員が使いこなせない限
り、サポートによる⽀援が必
要

③個別FB等、外部リソースに
頼らざるを得ない事情
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■ EdTechツールの導⼊・運⽤における課題とその改善策

⾼等学校における端末調達の遅延が発⽣しており、スマホ利⽤等が多発
また通信ネットワークも脆弱であり、全国の都道府県教委主導による改善が⾒込まれる

※朝⽇新聞 寺⼦屋朝⽇より参照

端末の配備状況にばらつきがあり、
⾼等学校におけるEdTechの活⽤上依
然整備が必要な状況

動画コンテンツ等、データ容量の⼤きい教材を
受講する際学校ネットワークが機能しない
→⼀部都道府県では改善が進んでいるが全国的
なネットワーク品質の標準要件が必要

https://terakoya.asahi.com/article/14516308
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■ EdTechツールの導⼊・運⽤における課題とその改善策

メールアドレスの未配備（および個⼈情報保護）によりアカウント発⾏が遅延
またアカウントログインにも課題がありセキュリティ⾯との両⽴が必要

通常WebアプリケーションではEメールにより本⼈
確認やパスワード設定等を⾏うが、Eメールアドレ
ス⾮保有者向けに管理者権限設定を可能に変更

アカウントログイン情報忘れが多発し、アカウン
トロック等セキュリティ施策が返って利⽤を妨げ
ることに
→ログインセッション情報（クッキー）の延⻑等、
セキュリティ⾯とユーザビリティの双⽅のバラン
スが必要
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■ 会社概要

社名
株式会社 Study Valley( スタディバレー )

資本⾦
185,000,000円(資本準備⾦含む)

代表者
代表取締役 ⽥中悠樹（タナカユウキ）

本社
〒134-0083東京都江⼾川区中葛⻄ 5-20-14 ⽔⼾ビル 2F

問い合わせ先：welcome@studyvalley.jp

事業内容
TimeTact の開発・運⽤

令和4年度「学びと社会の連携促進事業」の内、STEAMライ
ブラリーの構築・運⽤業務を受託

外部認証

AWS EdStartに採択
（⽇本で2社⽬）

Googleテックパートナー
認証取得済

国際規格セキュリティ
認証取得済

mailto:welcome@studyvalley.jp
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■ 会社概要

STEAMライブラリーの開発・構築および保守・運⽤を担当
⽇本のEdTech企業で唯⼀「東洋経済」すごいベンチャー100に選出


